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               論論論論    文文文文    要要要要    旨旨旨旨    

 

１１１１．．．．本研究本研究本研究本研究のののの目的目的目的目的とととと背景背景背景背景    

  

本研究は、多文化共生が進んでいる現代日本社会で生活している留学生1、中でも、東京

のある私立大学に在籍している留学生を追うものである。彼らは、短期交換留学プログラ

ムで来日している短期留学生と現地入試で来日している長期留学生で、その来日直後から

１年間におけるネットワークを中心として調査を行う。留学生のネットワークの形成実態

を留学生自身の声によって把握したうえで、ネットワーク理論と言語管理理論の立場から

ネットワークの形成過程をつまびらかにし、新たな分析視座を得るものである。 

 

1983 年に日本国の政府が策定した｢留学生受け入れ 10 万人計画｣の目標に向かって受け

入れが進められた結果、留学生数は 2006年 5月 1日現在 11万 7,927人となった。留学生

全体の 9割以上はアジアからの留学生であり、中国の 74,292人を筆頭に、2位の韓国 15,974

人、3位の台湾 4,211人を加えると全体の 8割に達している。これらの留学生の多くは、学

位の取得を目指している。一方、短期留学生については、約 6 割近くがアジア地域からの

短期留学生であり、中国(1,740人)と韓国(1,535人)と台湾(441人)からの留学生が 5割程度

を占めていることが独立行政法人日本学生支援機構による調査2から報告されている。留学

生数が増えてくるにつれて、留学生に関わる問題や、留学生が起こした問題なども年々増

えつつある。全国の 2003年上半期の来日外国人刑法犯にしめる留・就学生の内訳から見て

も、正規滞在の留学生が 518 人等、留･就学生の検挙人数は 2002年の同期と比べると、増

加し 

ている3。これらの問題は無計画な社会組織の運営計画や不十分な受け入れ体制などに関わ

るものの、留学生自体の問題(例えば、経済的問題、日本語の習得程度や異なる文化に接す

る不安、カルチャー・ショックなど)が大きな原因であると考えられる。 

ここで、上述の問題点を分析する一つの視点として挙げられるのがパーソナル・ネット

ワークではないだろうか。これらの諸問題は、パーソナル・ネットワーク(以下、「ネットワ

                                                   
1 本研究でいう｢留学生｣とは、｢出入国管理及び難民認定法｣別表第 1に定める｢留学｣の在留資

格(いわゆる｢留学ビザ｣)により、日本の大学(大学院を含む)、短期大学、高等専門学校、専修

学校(専門課程)及び日本の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において

教育を受ける外国人学生をいう。 
2 独立行政法人日本学生支援機構(2006年 12月)「留学生受け入れの概況 －平成 18年版」よ

り：この調査は平成 15年度まで、外国人留学生の在籍状況を把握し、もって留学生実施に関

する基礎資料とすることを目的として、文部科学省が実施していたが、平成 16年 4月に独立

行政法人日本学生支援機構の設立に伴い、本機構に移管されたものである。平成 15年までの

数値は文部科学省調べ。 
3 AIK Report 2004年 11号：平成 16年上半期の就学生・留学栄の犯罪状況より。 
 http://www.aikgroup.co.jp/aik/report/report2004/report20041104.htm 



 8 

ーク」と省略)を育てる過程での戸惑いやネットワークの不十分さから生じることにも大い

に関係すると想像される。ここでいう｢ネットワーク｣とは、コンピューターやインターネ

ットなどによる｢ネットワーク｣ではなく、主として対面行動における人間関係構築上の｢ネ

ットワーク｣のことを指す。言い換えると、ネットワークを育てる過程で、不適切なネット

ワークに組み込まれていってしまう結果であると言える。 

国際社会において、外国人とのネットワークは選択肢ではなく、必然的に起こることで

あって(ネウストプニー1997a)、日本社会も例外ではない。大学に在籍している留学生のネ

ットワークを想定した場合、国、地域と民族別で見ると、主に同じ国、あるいは同じ地域

から来日した同国人、同地域、同民族留学生ネットワークと他の国、地域から来日した他

の留学生ネットワーク、さらに、受け入れ側の日本人ネットワークがあると思われるが、

本研究では受け入れ側の日本人ネットワークに焦点を絞って、分析を進めてきた。 

 

２２２２．．．．本研究本研究本研究本研究のののの理論的背景理論的背景理論的背景理論的背景    

 

本研究における理論的背景となっているのは、ネットワーク理論と言語管理理論である。 

 

ネットワークという用語は様々な分野で使われているが、日本語教育におけるネットワ

ークへの関心が高まったのは春原(1992)の「ネットワーキング・ストラテジー」が現われ

てからだと言える4。 

これまでの日本語教育における｢ネットワーク｣に関する研究は、大きく二つに分けられ

る。一つは、日本語教育機関の連携及び教授者に関するネットワーク研究であるが、まず、

挙げられるのが春原(1995)によって社団法人日本語教育学会の『ひろがる日本語教育ネット

ワーク』にまとめられている｢日本語教育ネットワーク｣で、「国際における日本語教育ネッ

トワークの必要性」、「地域の日本語教育ネットワーク」と「分野別の日本語教育ネットワ

ーク」等がある。また、社団法人日本語教育学会（1996・1997）の『国内日本語教育ネッ

トワークに作りに関する調査研究』には、ネットワークを巡る諸問題に関する研究(ネウス

トプニー1996・1997、古川 1997、春原 1996・1997 など)と、デモクラティックなネット

ワークに関する研究(田中 1996)、公的機関の日本語クラスと外国人ネットワークとの関わ

りに関する研究(田尻 1997)がある。一方、社団法人日本語教育学会(1998・1999・2000）

の『日本語教育における教授者の行動ネットワークに関する調査研究』には、教授者のマ

クロレベルでの問題に関する研究(杉澤・野山 1999、李徳奉 1999、春原 1999・2000など)

と、大学・日本語学校教授者のネットワークに関する研究(長谷川 1999・2000、梅田 1999・

2000、カイザー1999・2000、田島 1999、村岡 1999・2000など)、初等・中等教育での教

授者ネットワークに関する研究(野山 1999・2000、古川 1999、富谷他 1999、富谷 1999、

スペンス－ブラウン 1999、谷 1999など)、ボランティアのネットワークに関する研究(尾崎

                                                   
4 ネウストプニー(1997b)の｢日本語教育とネットワークの考え方｣による。 
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1998・2000、岡崎 1998・2000、内海 1999、近藤 1999、森下 1999 など)、地域の日本語

教育とネットワークの関わりに関する研究(内海 2000、杉澤 2000、富谷 2000、ネウストプ

ニー2000、山田 2000など)がある。 

もう一方は、外国人に関するネットワークの研究であるが、受け入れ機関を持たない非

日本語母語話者(梅田 1997)、中国の帰国者(山本 1997)、日本人と結婚した外国人女性(富谷

1997)、オーバーステイの男性(村岡 1997)、留学生(加藤・谷部 1997、内海・吉野 1999)な

どを対象とした研究がある。 

しかし、留学生に焦点を絞って行っているものはまだ限られている。加藤・谷部(1997)

は、漢字圏と非漢字圏の短期留学生各 1 名ずつへのインタビュー調査を行い、それぞれ形

成された人的ネットワークと物的ネットワークが短期留学生の日本語学習にどう影響を与

えたかを記述しているが、主に学習ネットワークを中心としている。内海・吉野(1999)は、

短期留学生が大学の長期休暇中にどのような日本語実際使用場面に参加していたか、そし

て、その実態をネットワークの観点から分析し、学習者の期待が充足されるネットワーク

とはどのようなものなのかを目的として調査を行っている。 

上記以外に、留学生を調査対象としている研究は、田中(2000）、村上(2005)などがある。

田中(2000)は、在日外国人留学生のソーシャル・サポート・ネットワークと在日外国人留学

生の対人関係形成と異文化適応等について研究を行い、村上(2005)はアメリカ人留学生のソ

ーシャル・ネットワークとホストとの親密化について研究を行っているが、いずれもソー

シャル・ネットワークを中心としているものである。 

本研究では、ネウストプニー(1997b)の｢ネットワークとは、あるプロセスの参加者がどの

ように配置され、どのように関わりあっているかということを意味する｣(p.181)の概念を出

発点に調査を行い、ミクロレベルにおける留学生の個人ネットワークを対象として分析し

てきた。 

また、本研究は「どのようなきっかけを通してどのようなネットワークを形成している

か」を見るのだけではなく、問題点への対処方法にも焦点をあて、ネットワークの形成過

程において、どのような問題が生じ、また、発生した問題を留学生がどのような観察判断

のもとにどのように調整を行っているかを明らかにするものである。そこで、稿者は、ネ

ットワークの形成過程における｢調整行動｣を｢言語管理理論｣の観点から分析した。    

ここで「言語管理理論」について簡単に紹介する。ネウストプニー(1995)は、言語管理の

特徴として①｢言語問題の範囲｣、②「すべての問題は解決できない」、③｢言語問題は『言

語』だけの問題ではない｣、④｢言語問題を取り扱うのは、政府の部局だけではない｣、⑤｢言

語問題は、『管理プロセス』の形をとる｣と⑥「パラダイムの存在」を挙げている。特徴の

一つとして、「言語問題は『管理プロセス』の形をとる」が挙げられているが、ネウストプ

ニーは、言語管理プロセスに一定の普遍的な段階があると述べ、もっとも簡単な形として、

以下の五つの段階(1995b、1997a：3-4)をあげている。 
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a. まず、規範(norm)からの逸脱(deviation)が最初の段階である。つまり、インターアク

ションを支配する規範があって、それが守られていないということがある。 

b. 次に、その逸脱が留意(note)される可能性がある。つまり、すべての場合に留意され

ることはないが、留意されることもあるということである。 

c. また、留意されたた、評価(evaluation)される可能性がある。 

d. さらに、評価された逸脱に対して調整(adjustment)が選ばれ、 

e. 最後に、その調整が遂行(implementation)されることになる。 

これは、管理プロセスのもっとも基本的な形にすぎないが5、｢プロセス｣を具体的に考察

するためには有効に思われる。そこで、稿者は、おおむね「言語管理理論」の枠組で考察

を進める。特に「調整」の段階に焦点を絞り、ネットワークの形成過程でどのような｢調整

行動｣が行われているのかを分析してきた。 

稿者と同様で、ネットワークを言語管理プロセスの観点から研究しているものもあるが、 

数が限られている。武田(2002)は、言語管理プロセスの観点から短期留学生のネットワーク

を研究しているが、それは、管理プロセスの異なる段階でのネットワークを記述したもの

で、異なる段階とネットワークが具体的にどのように関係しているのかについては、少し

しか述べておらず、しかも｢調整｣の視点に絞って分析したものではない。村岡(2002b)は、

国際結婚をしている中国人女性 2 名の調整行動を取り上げ、在日外国人の異文化インター

アクションにおける調整行動とその規範に関する事例研究を行っているが、具体的に｢調整

行動｣がどのようにネットワークの形成及び発展に影響を与えているのかについての言及

は少ない。 

また、村岡(2006a)は、外国人居住者が生活の中で見出す異文化的要素をどのように処理

していくか、そのプロセスとバリエーションを取り出すことを目的として、接触場面にお

ける社会文化管理6プロセスについて研究を行い、規範と評価と調整行動の三つの焦点に絞

って分析を行っている。これは、留学生の来日直後から１年間におけるネットワークを対

象としたものではなく、また、ネットワークの形成過程における｢調整行動｣が留学生のネ

ットワーク構築にどのような変化をもたらしたのかを研究視野に入れたものではないが、

本研究ともっとも類似しており、示唆を得た研究である。 

 

３３３３．．．．研究方法研究方法研究方法研究方法    

 

本研究における調査は 2002 年 11 月 2006 年 1 月にかけて行ったものであるが、調査協

力者全員が本研究の対象私立大学の留学生である。調査は計 23 名(座談会を除く)の調査協

                                                   
5 ネウストプニー(1997：4)「プロセスとしての習得の研究」『阪大日本語研究』 

6 村岡(2006：172)：社会文化の管理とは、実際の具体的なインターアクションで、外国人居住

者が自分の母文化インターアクションのあり方などを参照しながら、異文化要素との接触を

受容したり回避したりするプロセスを言う。 
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力者に協力してもらったが、そのうち韓国の 1 名と台湾の 1 名は、それぞれ滞在期間が 5

年間と 2 年間であるため7、本研究では分析の対象とせず、参考資料として扱う。以上の 2

名を除くと、計 21名になるが、中国の漢族の留学生 5名、中国の朝鮮族の留学生 6名、韓

国の留学生 5名、台湾の留学生 5名から協力を得ることができた。 

本研究では、半構造化インタビューの方法で１年間におけるネットワークについて中心

的に調査を行った。調査協力者全員に共通の質問をするように努めたが、調査協力者が異

なる背景を持っているため、調査協力者ごとに柔軟に対応した。また、調査協力者が、自

分の伝えたいメッセージを自由に、そして十分に表現できるようにするために、インタビ

ューは調査協力者の希望する言語で行った。 

本研究は稿者も留学生であることから、留学生としての立場を出発点に、ネットワーク

を全体的視野に入れて実証的に見るものである。インタビュー調査では、留学生の母語で

ある中国語、朝鮮語(韓国語)、そして第二言語としての日本語を用いた。 

調査協力者と同じ留学生の立場を出発点に、留学生の来日直後からの１年間のネットワ

ーク形成過程における「調整行動」を管理プロセスの観点からの考察することは、先行研

究では見られない本研究の独自性である。調査協力者からより細密な資料を得るため、イ

ンターアクション・インタビューの場合は、平日の一日の生活や週末の一日の生活、また、

来日当初からインタビューを行った時点まで参加したイベントや活動や集まりなどを中心

として報告してもらい、リコール・インタビューの場合は時間を特定せず、インタビュー

する時点までの一番印象に残っている出来事や人やものなどを報告してもらった。インタ

ビューの時間は調査協力者によって多少異なるが、最短で 30 分程度、最長で 90 分程度と

なった。 

本研究における調査協力者は学校の日本語教師や稿者の友人、先輩、後輩、親族などか

ら紹介を得た。このような調査協力者の獲得方法は、人類学と社会学の分野において重要

な技法の一つであるフィールドワーク調査でよくとられる｢雪だるま式サンプリング

(snowball sampling)｣8(佐藤：1992)に完全に一致はしていないが、知人のネットワークで

広げていく面においては類似している。このような知り合いの輪を広げる方法を社会言語

学では｢友人の友人｣と呼ぶが、調査者が知り合いの知り合いとして、または友人の友人と

                                                   
7 この 2名の調査協力者は、それぞれ同学校の友人と後輩に紹介してもらった調査協力者である

が、紹介者が来日して 1年程度の調査協力者であると認識したため、紹介してくれた。確か

に対象大学に来てから１年程度になるが、対象大学に入る前まではそれぞれ他の日本語教育

機関で勉強していたことがインタビューから分かった。 
8 佐藤(1992：104)では、｢雪だるま式サンプリング｣について次のようにまとめられている。ま

ず、最初にアプローチできた人々を対象にしてインタビューをしたり、あるいはその人々の

間にとびこんで仲間に入れてもらって一緒に行動する中で調査を進めます。そのうち、その

最初にコンタクトのとれた人々から得られた情報を元に、次に調査に応じてくれそうな人を

選び出してアプローチしていきます。場合によっては、最初にコンタクトのとれた人々が次

の対象者を紹介してくれるかもしれません。こうして、知り合いのネットワークをたどって

いくうちに、対象者の数は雪だるま式に増えていくことになります。 
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して紹介されることによって、調査者と調査協力者の関係が｢調査者｣と｢非調査者｣だけの

関係にとどまるのではなく、一歩踏み込んだ関係に発展する面を持つ。 

同じ留学生の立場と、知人の紹介で行うインタビューであるため、稿者が自分の留学経

験について述べたり、調査協力者に逆に質問されたりするような場面もあり、脱線する恐

れもある。しかし、レズリー・ミルロイ(2000)で述べられている｢グループのメンバーは彼

らの友人の友人という立場にある私を助ける義務をいくらか感じているようだった。その

ため、私は内部の者としてのある種の義務だけでなく権利も獲得したのである。｣(p.103)

のように、稿者は知人のネットワークを通して得られた調査協力者からいわば“本音”に

近いデータを収集することができた。 

インタビューの記録はテープに録音し、文字化を行ったが、その文字化資料を基に、調

査協力者によって報告された日常生活に関する言及から、「ネットワーク形成のきっかけと

ネットワークの種類」に関する言及を抽出し、「場のネットワーク」9(春原 1992)として大

きく学内ネットワークと学外ネットワークに分けて考察した(第 3章、第 4章)。また、ネッ

トワーク形成における不満足感に関する言及を中心に取り上げ、分析を行った(第 5章）。最

後に、ネットワークの形成過程において見られる調整行動を言語管理理論の｢調整」段階に

焦点を絞って、分析を行った(第 6章)。 

 

４４４４．．．．各章各章各章各章におけるにおけるにおけるにおける概要概要概要概要とととと結果結果結果結果    

 

本論文は大きく 2部に分かれ、第Ⅰ部は二つの章から、第Ⅱ部は四つの章から構成され、

全７章の構成となる。第Ⅰ部は本研究の目的と背景及び方法、理論的背景と調査概要であ

り、第Ⅱ部の第 3 章から第６章までは、本研究の中心となる事例分析で、第７章は本研究

のまとめになっている。 

本要旨では、順に各章における概要とともに、考察の結果をまとめていくが、事例分析

の第 3 章から第 6 章に重点におく。また、本研究のまとめになる第 7 章は、「5．本研究か

ら得られた現場への提言と課題」でまとめた。 

 

第第第第 1111 章章章章ではではではでは、本研究の枠組みについて述べた。まず、第 1 節では、在日留学生の現状を

概観したうえで、本研究の背景と目的について述べ、続いて研究方法について概観した。

第 2 節では、本研究の理論的背景の 2 本柱となる「ネットワーク」と「言語管理理論」の

概念について概観し、これまでの先行研究について記述し、稿者が研究しようとする内容

との相違について述べた。また、異文化適応に関する先行研究について概観したうえで、

留学生の来日直後から１年間におけるネットワークを対象とする必要性を提示した。第３

                                                   
9 春原(1992：18)では、｢ネットワーキング・ストラテジーには、交流・学習の場を創出すもの(『場

のネットワーキング』と呼ぶ)と、参加者個人の中での知のネットワークの組み替えにかかわ

るもの(『知のネットワーキング』と呼ぶ)の二種類があると述べている。 
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節では、本論文の構成と各章の概要について説明した。 

 

 第第第第 2222 章章章章ではではではでは、本研究の目的のために行った調査概要とデータ分析の取り扱い方について

記述した。第 1 節は、本研究の調査目的と調査項目であるが、まず、留学生がいつ、どこ

で、誰と、どのようにネットワークを広げ、または狭め、ネットワークを維持し、発展さ

せるか、あるいは、終結させるかを探求するために、日常生活の行動から把握する必要性

について述べ、本研究で用いるインターアクション・インタビュー(ネウストプニー1994)

とリコール・インタビューについて説明した。また、インターアクション・インタビュー

とリコール・インタビューでは見られない観点を追求するために、座談会も合わせて行っ

た。インタビュー調査では、留学生の母語である中国語、朝鮮・韓国語、そして第二言語

としての日本語を協力者の希望に従って用いることによって、各調査協力者のいわば“本

音”にある程度まで迫ることができたと言える。次に、第 2 節では、調査協力者と調査期

間について記述した。最後に、第 3節では、データ分析に関する記述について述べた。 

 

第第第第 3333 章章章章とととと第第第第４４４４章章章章ではではではでは、留学生の来日直後から１年間における学内及び学外ネットワーク

の形成実態について考察し、分析した。第 3 章では、まず、留学生にとってネットワーク

が形成されやすいと思われる学内・学外ネットワークの｢きっかけ｣について述べた上で、

インタビュー調査のデータから見られた具体的なネットワークのきっかけについて提示し

た。第 3章の第 1節から第 6節まで、また、第 4章の第 1節から第 2節までは、提示した

ネットワークのきっかけを中心に具体的に記述し、考察してきた。その際に、各節の始め

で異なるきっかけによるネットワークのパターンについて想定した上で、具体的な考察を

行った。従って、異なるきっかけを通して形成できた学内及び学外ネットワークの実態を

明らかにし、各きっかけによって形成できたネットワークの種類とそのネットワークの形

成過程を明らかにした。ネットワークの形成実態の結果を次の三つに分けてまとめた。 

 

まず、滞在期間から見ると、短期留学生の場合は、主に、学生主体による学生日本語教

育研究会と、国際交流支援活動や、留学生支援イベントや、国際交流センターの紹介によ

るホームステイや、日本語の授業と他の授業や、大学サークルと語学研修プログラムやア

ルバイトなどを通してネットワークを形成しているのに対して、長期留学生の場合は、ア

ルバイトや、地域における活動や留学生支援イベントなどを通してネットワークを形成し

ていることが明らかになった。つまり、短期留学生の場合は、学内ネットワークが強いの

に対して、長期留学生の場合は学外ネットワークが強いと言える。また、ネットワークの

種類で言えば、短期留学生の方がよりバラエティーに富んでいることが分かった。    

次に、留学生の出身地域(中国、韓国、台湾)から見ると、韓国の留学生の場合は、「自ら

積極性のある調整ストラテジーを駆使し、ネットワークを維持し、強化しようとする傾

向があるのに対して、中国と台湾の留学生の場合は、ネットワークを維持しようとする
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傾向はあるが、積極性は韓国の留学生ほど強くないことが窺えた。中国の朝鮮族の留学

生の場合は、積極性は韓国の留学生ほどではないが、中国の漢族と台湾の留学生よりは

少し強く、ネットワークを維持し、強化しようとする意識がより強い。 

最後に、ネットワークのきっかけとそのネットワークの変化から見ると、学生日本語教

育研究会と国際交流支援活動を通したネットワークは維持と強化、ホームステイを通し

たネットワークは一部のケース(CM2と KF1の場合)を除いて維持と切断、国際交流プ

ログラムを通したネットワークも維持と切断の傾向が見られた。また、授業を通したネ

ットワークは維持と強化、大学サークルと語学研修プログラムを通したネットワークは

維持、アルバイトを通したネットワークは維持と強化の傾向が見られ、地域活動を通し

たネットワークは維持と弱化の傾向が見られた。 

稿者は、ネウストプニー(1997b)によるネットワークの定義における｢関わり｣という視点

から、大きく継続的なネットワークと単発的なネットワーク、個人型ネットワークとグル

ープ型ネットワークという捉え方で具体的なネットワークの実態について考察し、分析し

た。その結果、以下のような具体的なネットワークの種類が見られたことが明らかになっ

た。 

① 第３章第 2 節の学生主導型の支援活動を通したネットワークにおいて、日本語学習

を支援する学生日本語教育研究会の場合は、本人の意思と関係なく継続的な個人型

ネットワークが形成でき、維持されることが分かり、一方、国際交流を目的とする

国際交流支援活動の場合は、継続的なグループ型ネットワークとして維持されたこ

とが分かった。 

 ② 第３章第 3 節のホームステイを通したネットワークであるが、特別なケース（CM2

と KF1）を除き、学校側の紹介によるホームステイを通したネットワークはグルー

プ型ネットワークとして維持から切断へと変わっていく傾向が強いことが分かった。 

 ③ 第３章第 4 節の国際交流プログラムを通したネットワークであるが、Y キャンプの

場合は、継続的なグループ型ネットワークと継続的な個人型ネットワークの形成と

発展が見られた。主催者側の大学の主旨とは一致し、本来の目的としては達成でき

たが、あまり強いネットワークとしては発展できていないことが明らかになった。 

 ④ 第 3 章第 5 節の授業参加を通したネットワークであるが、教師とのグループ型ネッ

トワークと日本語の授業と日本語以外の授業を通したネットワークは継続的なグル

ープ型ネットワークと個人型ネットワークとして維持されたり、強化されたりする

傾向が強いことが明らかになった。 

⑤ 第 3 章第 6 節の大学サークルと語学研修プログラムを通したネットワークであるが、

継続的なグループ型ネットワーク(2名)と特別親密な異性の友人ネットワーク(2名)が

見られた。大学サークルに参加する留学生が少ないことが明らかになった。 

 ⑥ 第 4 章第１節のアルバイトを通したネットワークであるが、継続的なグループ型ネ

ットワークと継続的な個人型ネットワークが形成されたことが見られ、短期留学生
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の場合は主にグループ型ネットワークとして、長期留学生の場合は個人型ネットワ

ークへの発展が見られた。 

 ⑦ 第 4 章第 2 節の地域活動を通したネットワークであるが、主に長期留学生の言及か

ら見られ、継続的なグループ型ネットワークが形成できたことが分かった。 

上述の結果から、第 3 章と第 4 章では留学生の来日直後から１年間におけるネットワー

クの形成実態と形成過程の事例を把握できたと思われる。 

  

 第第第第 5555 章章章章ではではではでは、まず、ネットワーク形成における不満足感について考察し、分析を行った。 

短期プログラムの交換留学生は主に授業と学生主導型の学生日本語教育研究会と国際交流 

活動などを通して日本人とのネットワークを形成し、現地入試の長期留学生は主にアルバ 

イト先で日本人とのネットワークを形成しているのにもかかわらず、インタビュー調査か 

ら｢やっぱり壁がある｣や、「親しくなれない」や、｢距離感がある｣や、「深く付き合えない」 

という言及が見られ、形成したネットワークについて満足していないことが明らかになっ

た。 

まず、第 1 節では、留学生が形成したネットワーク、または形成しようとするネットワ

ークに満足していない部分を探るために、インタビュー調査から留学生側の声を取り上げ

て分析を行った。その結果、主に①ステレオタイプ的な文化観、②自己開示について、③

被差別意識について、④双方の違い、⑤共有している背景、⑥外国人扱いに関する留学生

側の意識、⑦留学生側の積極性の不足、⑧日本人学生のアルバイト観と⑨日本人学生のホ

スト側としての意識の 9 項目が留学生側に認識されたことが明らかになった。上記の諸要

素だけが、ネットワークの形成と発展を左右する決定的な要素であるとは限らないが、１

年間という滞在期間がもつ限界性をインタビュー調査から探ることができたと言えるので

はないか。また、上記のような諸要素を解決するためには、ネットワークの形成過程にお

いて双方の繰り返しの接触によって共に調整していかなくてはならないことを指摘するこ

とができた。 

次に、第 2節では、佐々木(2002)にもある「個としての文化」の重視という捉え方が、ネ

ットワークの形成過程においても必要であり、重要視しなければならないことについて記

述した。また、より質的なネットワークに発展させるためには、｢留学生側も日本人側もク

リティカルな異文化間理解能力(冨田・リン 2006)を発達させ、多くのコミュニティに参加

し、新たなネットワークを形成していく過程で、あるいは形成できたネットワークを強化、

弱化、維持、切断していく過程で、自ら新たな文化に気づき、学習し、否定的、固定的、

絶対的なステレオタイプをできる限り取り除きながら、文化更新していく｣ことが必要であ

ることを指摘できた。 

 

第第第第 6666 章章章章ではではではでは、「言語管理理論」の視点からネットワーク形成に大きな影響を与えたと思わ

れる調整行動に注目し、調整ストラテジー別に分類して分析を行った。分析にはネウスト
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プニーによって提起されてきた「言語管理理論」の枠組みを用いた。留学生は、ネットワ

ークを形成する過程で問題が生じた場合、問題の解決に上記の管理プロセスを経る。ネッ

トワーク形成過程でそのような管理プロセスは複数回繰り返されると考えられるが、稿者

はなかでも結果的にネットワークが強められたり、維持されたり、弱められたり、切断さ

れたりした場合に行われた管理プロセス中の調整行動に注目した。本章ではそれらの調整

行動を調整ストラテジー別に分類し、ネットワークの形成過程においてどのような調整行

動が現れ、それが結果的にネットワークの形成にどのような影響を与えたのかについて明

らかにしていくことにより、「調整行動」とネットワークの関連性を探った。 

ネットワークの形成過程における調整行動は、①自己優先の調整行動、②相手優先の調

整行動と分けられる。さらに、細分化すると、そこには、人の言語能力(多くはその限界)、

心情、目的、立場、自文化(慣習・価値観など)などの要素が介在すると考えられるが、まず、

「自己優先の調整行動」とは自己の有する様々なスタイルと異なっているスタイルに気づ

き、調整行動が必要になる際に、主に自己における諸要素を優先して行う調整行動で、｢相

手優先の調整行動｣とは自分と接している相手側における諸要素を主に優先して行う調整

行動である。 

稿者によって分類したネットワークの形成過程における調整行動にしたがって、調査協

力者のインタビューを分析した結果、自己優先の場合は 18件、相手優先の場合は 7件の調

整ストラテジーが見られた。調整ストラテジーとは、調整行動に使われる手段や方法を指

す。 

本章では、第 2 節で自己優先の調整行動、第 3 節で相手優先の調整行動を扱い、調整ス

トラテジー別に事例を挙げて分析した。調整行動がネットワークに結果的にどのような影

響をもたらしたかは分析ごとに記述し、最後に第 4 節で調整行動とネットワークとの関係

を考察した。その結果、以下のような 5点が明らかになった。 

①留学生は実際の接触場面において調整行動を行う際に、相手優先の調整行動より自己

優先の調整行動の方をより多く駆使している。 

②調整行動を行うことによって、ネットワークを強めたり、維持したり、弱めたり、切

断したりする。または、調整行動を行うことを通じて、ネットワークが強められたり、

維持されたり、弱められたり、切断されたりする。 

③ネットワークの変化に決定的な影響を与えた自己優先の調整行動における調整ストラ

テジーが 18件、相手優先の調整行動における調整ストラテジーが 7件見られた。また、

一つの出来事において調整ストラテジーが一つだけではなく、複数使われる場合もあ

ることも分かった。 

④ネットワークの変化に見られた調整ストラテジーを見ると、自己優先にしろ、相手優

先にしろ、ネットワークの強化の場合は積極性の高い調整ストラテジー、ネットワー

クの弱化の場合は積極性の低い調整ストラテジーがより多く駆使されていることが分

かった。ネットワークの切断は自己優先の調整行動でしか見られず、所属していたグ
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ループから離れる調整ストラテジーが多く駆使されている。一方、ネットワーク維持

の場合は、自己優先と相手優先による結果が分かれた。自己優先によるネットワーク

維持に見られた調整ストラテジーからは一定の傾向が見られなかったが、｢強化・弱

化・切断｣に見られた調整ストラテジーより多様化していることに対して、相手優先に

よるネットワーク維持に見られた調整ストラテジーは自ら相手文化を意識するような

調整ストラテジーがより多く駆使されていることが明らかになった。 

⑤留学生の出身地域別から見られた調整行動を見ると、全体的に「立場」と「自文化・

相手文化」優先による留学生の調整行動が最も多く行われていることが分かった。自

己優先による調整行動であるが、中国の朝鮮族の場合は「立場の優先」が、中国の漢

族の場合は「自己心情と立場の優先」、中でも「心情の優先」が、韓国の留学生の場合

は「自文化と自己立場の優先」、中でも「自文化の優先」による調整行動がより多く行

われていることが明らかになった。一方、相手優先による調整行動であるが、中国の

漢族、朝鮮族と台湾の留学生場合は「立場の優先」が、韓国の留学生の場合は「自己

の想定した相手文化の優先」による調整行動が多く行われていることが分かった。 

 

最後に、調整行動を行う際に駆使されている調整ストラテジーについて分析することに

よって、次の 3点が窺えた。それは、①｢留学生は自己を更新しようとする意識を持ち、ネ

ットワークの構築を通して、新たな自分作りを行っていること｣、②｢留学生は相手と接す

る際に、単純なストラテジー、そして固定的なストラテジーを駆使しているのではなく、

自分と相手が置かれたその場、その時の状況について分析を行う場合があること｣、③｢実

際に行った調整行動とネットワークの変化が必ずしも比例するとは限らないこと｣である。 

 以上、本研究の各章における概要と結果を簡単にまとめた。本研究における調査協力者、

短期留学生は主に韓国、台湾の学部レベルの留学生で、長期留学生は主に大学院に在籍す

る大学院の中国の留学生(同国・同地域の環境が強い)であるため、出身地域別に分け、デー

タを分析するには限界があった。しかし、本研究における調査データに限ってみると、出

身地域別の傾向が見られたと言える。 

また、本研究における分析結果から分かるように、滞在期間、きっかけ別から考察した

留学生のネットワークの形成実態も、調整行動の要素、ネットワークの変化、調整ストラ

テジー別から考察したネットワークの形成過程も多様であることを把握することができた。 

これらの結果は、今後における、より質的なネットワーク構築のためには、留学生側の

意識は勿論、学校や地域などの受け入れ側、双方における新たな認識の必要性が示唆でき

たのではないかと思われる。 

 

５５５５．．．．本研究本研究本研究本研究からからからから得得得得られたられたられたられた現場現場現場現場へのへのへのへの提言提言提言提言    

 

 本研究は、留学生の来日直後からの１年間におけるネットワークを中心に調査するため
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に、ネットワークのきっかけとネットワークの種類(第 3章及び第 4章)、ネットワーク形成

における不満足感の分析と考察(第5章)とネットワークの形成過程における｢調整行動｣(第6

章)に分けて分析し、記述してきた。つまり、大きく、ネットワークの形、ネットワーク構

築における問題点とネットワークの形成プロセスの 3 点から、留学生の来日直後から１年

間におけるネットワークについて記述してきた。 

本研究における分析結果を基に、留学生側と受け入れ側の日本人学生が互いに情報エン

コーダーと情報デコーダーとして、「形だけに留まる交流」ではなく、｢表層を越えた質的

交流｣へとつながる、意識のある接触場面を設定試みの一つとして、稿者は、来日直後の１

年目における授業に、語学授業だけではなく、一般科目にも質を重視した｢協働プログラム｣

を組み込むことを提言したい。 

 

(1)(1)(1)(1)    来日直後来日直後来日直後来日直後のののの１１１１年年年年間間間間をををを重要視重要視重要視重要視するするするする必要性必要性必要性必要性    

第 1 章で述べたように、本研究における対象期間をそもそも来日直後からの１年間にし

たのは、稿者自身の経験に発したわけであるが、本研究におけるネットワークの形成実態

の分析結果(第 3章と第 4章)からも来日直後の１年間の重要性が示唆された。そのため、稿

者は来日直後からの１年間を重要視し、この１年間を活用する必要性があることを提言し

た。 

(2)(2)(2)(2)    授業授業授業授業にににに組組組組みみみみ込込込込むむむむ必要性必要性必要性必要性    

稿者が提言する質を重視した「協働プログラム」のもう一つのポイントは、語学授業だ

けではなく、一般科目の授業に組み込むことである。「協働プログラム」を授業に組み込む

ことによって、ネットワーク形成と発展の可能性も大きくなると考えられる。 

語学授業における協働学習、特に、日本語授業における協働学習は、既に各大学で様々

なプログラムの形で取り入れはじめている。ただし、語学授業における協働学習は、留学

生を中心としているため、日本語母語話者である日本人学生は言語面または文化面におい

てサポート側の役割を担うことが多いと思われる。また、具体的に行われる活動にもよる

が、参加する日本人側が継続的に参加できない可能性もある。その場合、同じメンバーと

継続的に協働作業を行うことは難しい。 

そこで、稿者は上記のような従来の授業のやり方を超えた構成主義的な教育観に基づく

活動を日本語、または他の語学授業にだけではなく、他の専門講義の授業にも組み込む必

要があることを強調し、質を重視した「協働プログラム」を授業に組み込むことが持つ意

義について 7点に分けて述べた。 

 第一第一第一第一にににに、授業」に継続的に組み込むことによって、ネットワークの継続性が保障される

可能性が大きくなる。 

 第二第二第二第二にににに、｢授業｣に取り入れることにより、ネットワークのきっかけの確実性が増える。 

 第三第三第三第三にににに、｢授業｣に取り入れることにより、対等の立場に立って、相手と接することがで

き、ネットワークの対等性がより可能になる。 
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第四第四第四第四にににに、｢授業｣に取り入れることにより、｢表層に留まっているネットワーク｣から｢質的

ネットワーク｣への発展がより起きやすい。 

第五第五第五第五にににに、｢授業｣に取り入れることにより、当初は日本人学生と留学生もステレオタイプ

的な文化観、偏見や差別などを持って始めたとしても、タスク遂行の協働作業を通して、｢個

としての文化｣に気づき、自己の持っていた自文化を更新することにより、実体験を通じて

気づきの重要性に気づくことが期待できる。個の文化を重視する、柔軟性のあるネットワ

ークへ発展する可能性がある。 

 第六第六第六第六にににに、接触するまでは各自強い自文化を持っているが、継続的な｢協働プログラム｣に

参加することにより、互いに相手文化に気づき、そして自文化を再認識することができる。 

第七第七第七第七にににに、｢授業｣に取り入れることにより、教師側はプログラムにおけるファシリテーシ

ョンを行うことができ、一個人として接することの大切さに気づき、教師側としての新た

な姿勢を身に付けることができると考えられる。 

    

(3)(3)(3)(3)質質質質のののの重視重視重視重視をををを目指目指目指目指すにはすにはすにはすには    

稿者が提言する「協働プログラム」のもう一つのポイントは、「質を重視する」ことであ

る。質を重視した協働プログラムを実行するには、留学生側と受け入れ側の意識を高める

ことと「クリティカルな異文化間理解能力(冨田・リン 2006)を育成し、高めることが必要

である。 

 

このように、｢授業｣に｢協働プログラム｣を継続的に取り入れることを通して、まず、大

学における個を重視した、そして柔軟性のある多文化共生を創出することができる。更に、

稿者が提言する質を重視した「協働プログラム」を、大学だけではなく、国際交流会館や

学生会館をはじめとする地域の受け入れ体制に取り入れることによって、大学と地域が共

に創出する共生社会を目指すことが望ましい。稿者が提言している｢協働プログラム｣を通

したネットワーク能力育成に通じると言えるのではないか。 

ここで、本研究における考察と分析の結果と第 7 章で述べてきた本研究から得られた現

場への提言を踏まえて、質的個人ネットワーク構築に必要であると思われるネットワーク

の性質についてまとめたい。ネットワークには次の 5項目が必要である。①｢選択性｣、②｢双

方向性｣、③｢継続性｣、④｢確実性｣、⑤｢柔軟性｣であるが、この 5項目は今後の個人ネット

ワークにおける研究の基調をなすものであろう。 

 本研究では、留学生の来日直後から１年間におけるネットワークの形成実態についてそ

の一端を把握できたが、今後の課題は多い。これからの研究課題として、調査方法の再考、

調査協力者の選択と分析方法、受け入れ側を対象とした研究、言語管理理論からみた複合

的なプロセスに関する研究等が挙げられるが、本研究における分析結果と提言を踏まえな

がら、上記の課題解決に向けて研究を進め、留学生ネットワークの解明に更なる貢献をす

ることに努めたい。 
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